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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド  
通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞ 

（毎月分配型） 

 

 
 

第134期（決算日：2022年５月20日） 

第135期（決算日：2022年６月20日） 

第136期（決算日：2022年７月20日） 

第137期（決算日：2022年８月22日） 

第138期（決算日：2022年９月20日） 

第139期（決算日：2022年10月20日） 
 

  
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 新興国債券ファン

ド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コー
ス＞（毎月分配型）」は、去る10月20日に第139期の決
算を行いましたので、法令に基づいて第134期～第
139期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い
申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 2024年４月19日まで（2011年１月20日設定） 

運用方針 

主として円建ての外国投資信託であるピムコ ケ
イマン エマージング ボンド ファンド Ｂ - 
クラス Ｊ （ＡＵＤ）、クラス Ｊ （ＢＲＬ）、
クラス Ｊ （ＺＡＲ）の投資信託証券への投資を
通じて、米ドル建ての新興経済国の政府および政府
機関等の発行する債券等に実質的な投資を行いま
す。各投資信託証券への投資にあたっては、実質的
な配分は３分の１程度ずつになることを基本とし
ます。ただし、投資環境、資金動向、為替の変動等
により、実質的な通貨配分が３分の１程度ずつから
カイ離する場合があります。また、当該外国投資信
託への投資を通じて、実質的な保有外貨建て資産に
対し、米ドル売り、３通貨（豪ドル、ブラジルレア
ル、南アフリカランド）買いの為替取引を行います
（このため、基準価額は当該３通貨の対円での為替
変動の影響を受けます。）。なお、証券投資信託であ
るマネー・マーケット・マザーファンドの投資信託
証券への投資も行います。投資信託証券への運用の
指図に関する権限は、ピムコジャパンリミテッドに
委託します。 

主要運用対象 

三菱ＵＦＪ 
新興国債券ファンド 
通貨選択シリーズ 
＜資源国バスケット 
通 貨 コ ー ス ＞ 
（ 毎 月 分 配 型 ） 

ピムコ ケイマン エマージング 
ボンド ファンド Ｂ - クラスＪ 
（ＡＵＤ）、クラス Ｊ （ＢＲＬ）、
クラス Ｊ （ＺＡＲ）およびマネー・
マーケット・マザーファンドの投資信
託証券を主要投資対象とします。 

ピムコ ケイマン エマージング 
ボ ン ド  フ ァ ン ド  Ｂ  - 
クラス  Ｊ  (ＡＵＤ) 

ピムコ ケイマン エマージ
ング ボンド ファンド 
（Ｍ）への投資を通じて、新興
経済国の政府、政府機関等が
発行もしくは信用保証する米
ドル建ての債券およびその派
生商品等を主要投資対象とし
ます。 

ピムコ ケイマン エマージング 
ボ ン ド  フ ァ ン ド  Ｂ  - 
クラス  Ｊ  (ＢＲＬ) 

ピムコ ケイマン エマージング 
ボ ン ド  フ ァ ン ド  Ｂ  - 
クラス  Ｊ  (ＺＡＲ) 

マ ネ ー ・ 
マーケット・ 
マザーファンド 

わが国の公社債等を主要投資対象と
します。 
外貨建資産への投資は行いません。 

主な組入制限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を
含みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額
は、基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社
が決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合
には分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

◇MUZ-251050-0000-20221020◇ 
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
110期(2020年５月20日) 3,768 30 3.3 － － 99.6 220 

111期(2020年６月22日) 4,128 30 10.4 － － 99.5 239 
112期(2020年７月20日) 4,248 30 3.6 － － 99.0 245 
113期(2020年８月20日) 4,249 30 0.7 － － 98.9 245 
114期(2020年９月23日) 4,176 30 △ 1.0 － － 99.4 236 
115期(2020年10月20日) 4,173 30 0.6 － － 99.2 217 
116期(2020年11月20日) 4,363 30 5.3 － － 99.6 226 
117期(2020年12月21日) 4,634 30 6.9 － － 99.0 239 
118期(2021年１月20日) 4,495 30 △ 2.4 － － 99.3 210 
119期(2021年２月22日) 4,571 30 2.4 － － 99.5 213 
120期(2021年３月22日) 4,536 30 △ 0.1 － － 98.7 212 
121期(2021年４月20日) 4,606 30 2.2 － － 99.3 215 

122期(2021年５月20日) 4,699 30 2.7 － － 98.7 217 

123期(2021年６月21日) 4,816 30 3.1 － － 99.3 222 
124期(2021年７月20日) 4,659 30 △ 2.6 － － 98.6 215 
125期(2021年８月20日) 4,488 30 △ 3.0 － － 99.3 201 
126期(2021年９月21日) 4,557 30 2.2 － － 99.4 199 
127期(2021年10月20日) 4,654 30 2.8 － － 99.0 204 

128期(2021年11月22日) 4,445 30 △ 3.8 － － 99.4 196 

129期(2021年12月20日) 4,323 30 △ 2.1 － － 99.6 186 
130期(2022年１月20日) 4,318 30 0.6 － － 99.3 181 
131期(2022年２月21日) 4,407 30 2.8 － － 98.8 185 
132期(2022年３月22日) 4,427 30 1.1 － － 99.0 188 
133期(2022年４月20日) 4,740 30 7.7 － － 98.8 199 

134期(2022年５月20日) 4,247 30 △ 9.8 － － 98.9 177 

135期(2022年６月20日) 4,286 30 1.6 － － 98.5 179 
136期(2022年７月20日) 4,030 30 △ 5.3 － － 99.3 168 
137期(2022年８月22日) 4,274 30 6.8 － － 98.6 179 
138期(2022年９月20日) 4,228 30 △ 0.4 － － 99.4 195 
139期(2022年10月20日) 3,987 30 △ 5.0 － － 98.5 189 

 
（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第134期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2022年４月20日 4,740 － － － 98.8 

４月末 4,415 △6.9 － － 99.2 

(期  末)      

2022年５月20日 4,277 △9.8 － － 98.9 

第135期 

(期  首)      

2022年５月20日 4,247 － － － 98.9 

５月末 4,467 5.2 － － 98.8 

(期  末)      

2022年６月20日 4,316 1.6 － － 98.5 

第136期 

(期  首)      

2022年６月20日 4,286 － － － 98.5 

６月末 4,233 △1.2 － － 98.6 

(期  末)      

2022年７月20日 4,060 △5.3 － － 99.3 

第137期 

(期  首)      

2022年７月20日 4,030 － － － 99.3 

７月末 4,188 3.9 － － 99.4 

(期  末)      

2022年８月22日 4,304 6.8 － － 98.6 

第138期 

(期  首)      

2022年８月22日 4,274 － － － 98.6 

８月末 4,335 1.4 － － 98.6 

(期  末)      

2022年９月20日 4,258 △0.4 － － 99.4 

第139期 

(期  首)      

2022年９月20日 4,228 － － － 99.4 

９月末 3,952 △6.5 － － 99.1 

(期  末)      

2022年10月20日 4,017 △5.0 － － 98.5 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

運用経過
第134期～第139期：2022年４月21日～2022年10月20日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第134期首 4,740円
第139期末 3,987円
既払分配金 180円
騰 落 率 －12.2％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

基準価額は当作成期首に比べ12.2％（分配金再投資ベース）の
下落となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

ブラジルレアルが対円で上昇したこと
ブラジルレアルや南アフリカランドの為替取引によるプレミアム
（金利差相当分の収益）を獲得したこと

上昇要因

エマージング（新興経済国）債券市況が下落したこと
豪ドルや南アフリカランドが対円で下落したこと
豪ドルの為替取引によるコスト（金利差相当分の費用）

下落要因

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

第134期～第139期：2022年４月21日～2022年10月20日

投資環境について

債券市況の推移（当作成期首を100として指数化）

70

80

90

100

110

2022/４/19 2022/６/20 2022/８/17 2022/10/17

ＪＰモルガンＥＭＢＩグローバル・ダイバーシファイド（ドルベース）

債券市況
エマージング債券市況は下落しました。
当作成期は、米国の金利上昇に対する懸
念や、新興国の信用リスクへの懸念の高
まり等を背景に、市場参加者のリスク回
避姿勢が強まったこと等から、エマージ
ング債券市況は下落しました。

（注）現地日付ベースで記載しております。
（注）ＪＰモルガンＥＭＢＩグローバル・ダイバーシファイドとは、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエル

シーが算出し公表している米ドル建ての新興国国債および国債に準じる債券のパフォーマンスを表す指数で、指
数構成国の組入比率に調整を加えた指数です。ＪＰモルガンＥＭＢＩグローバル・ダイバーシファイドは、Ｊ．
Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエルシーが発表しており、著作権はＪ．Ｐ．モルガン・セキュリティー
ズ・エルエルシーに帰属しております。

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

為替市況の推移（当作成期首を100として指数化、対円）

（注）現地日付ベースで記載しております。
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円・豪ドル

円・ブラジルレアル 円・南アフリカランド

為替市況
＜豪ドル＞
当作成期を通じてみると、円高・豪ドル
安となりました。
主要貿易相手国である中国の景気減速懸
念等から鉄鉱石価格が下落したことや、
当作成期の後半にかけてオーストラリア
準備銀行が利上げ幅を縮小したこと等か
ら、豪ドルは対円で下落しました。

＜ブラジルレアル＞
当作成期を通じてみると、円安・ブラジ
ルレアル高となりました。
ブラジル中央銀行が複数回にわたって利
上げを実施したことや、日米金利差の拡
大等を背景に対米ドルで急速な円安が進

行したこと等から、ブラジルレアルは対
円で上昇しました。

＜南アフリカランド＞
当作成期を通じてみると、円高・南アフ
リカランド安となりました。
南アフリカ準備銀行が複数回にわたって
利上げを実施したものの、石炭の需給逼
迫による国内の電力不足や、主要資源の
プラチナの需要減少等から、南アフリカ
ランドは対円で下落しました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当作成期の短期金融市場をみると、日銀
は長短金利を操作目標として金融市場調

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ
＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
各円建て外国投資信託であるピムコ　ケ
イマン　エマージング　ボンド　ファン
ド　Ｂ　－　クラス　Ｊ　（ＡＵＤ）、
クラス　Ｊ　（ＢＲＬ）、クラス　Ｊ　
（ＺＡＲ）への投資を通じて、エマージ
ング債券を高位に組み入れました。各投
資信託証券への投資にあたっては、実質
的な配分は３分の１程度ずつになること
を基本としました。また、マネー・マー
ケット・マザーファンド投資信託証券を
一部組み入れた運用を行いました。

ピムコ　ケイマン　エマージング　ボンド　ファンド　Ｂ　
－　クラス　Ｊ　（ＡＵＤ）、クラス　Ｊ　（ＢＲＬ）、
クラス　Ｊ　（ＺＡＲ）
主に米ドル建ての新興国債券に投資を行
いました。

国別配分戦略
国際通貨基金（ＩＭＦ）によるサポート
が期待できること等から、コートジボ
ワールに対して積極姿勢としました。一
方、フィリピンについては、利回り面で
の魅力が乏しいと考えられること等を鑑
み、消極姿勢としました。
保有外貨建て資産に対し、米ドル売り、
３通貨買いの為替取引を行いました。

マネー・マーケット・マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

整を行いました。コール・レート（無担
保・翌日物）はマイナス圏で推移し、足
下のコール・レートは－0.052％となり
ました。

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第134期

2022年４月21日～
2022年５月20日

第135期
2022年５月21日～
2022年６月20日

第136期
2022年６月21日～
2022年７月20日

第137期
2022年７月21日～
2022年８月22日

第138期
2022年８月23日～
2022年９月20日

第139期
2022年９月21日～
2022年10月20日

当期分配金
（対基準価額比率）

30
（0.701％）

30
（0.695％）

30
（0.739％）

30
（0.697％）

30
（0.705％）

30
（0.747％）

当期の収益 24 29 25 30 26 24

当期の収益以外 5 0 4 － 3 5

翌期繰越分配対象額 2,171 2,171 2,166 2,169 2,165 2,160

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ
＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
各円建て外国投資信託への投資を通じて
エマージング債券を高位に組み入れた運
用を行うほか、一部、マネー・マーケッ
ト・マザーファンド投資信託証券の組み
入れを維持し、毎月の分配をめざしてい
く方針です。

ピムコ　ケイマン　エマージング　ボンド　ファンド　Ｂ　
－　クラス　Ｊ　（ＡＵＤ）、クラス　Ｊ　（ＢＲＬ）、
クラス　Ｊ　（ＺＡＲ）
米ドル建てを中心とした世界のエマージ
ング債券を高位に組み入れた運用を行い、
利子収益の確保および値上がり益の獲得
をめざします。
エマージング諸国への投資に関しては、
各国の財務状況の健全性を重視しつつ、
一部割安となった国々への投資も行いま
す。
具体的には、財政の健全化を進めるとと
もにＩＭＦによる支援も期待できるコー
トジボワール等を積極方針とします。一
方、カタールやアラブ首長国連邦などの
中東諸国やフィリピンについては、利回
り面での魅力が乏しいことなどを鑑み、
消極姿勢とします。

なお、保有外貨建て資産に対し、米ドル
売り、３通貨買いの為替取引を行います。

マネー・マーケット・マザーファンド
今後も日銀による金融緩和政策が継続す
ると想定されることから、短期金利は引
き続き低位で推移すると予想しています。
以上の見通しにより、コール・ローン等
への投資を通じて、安定した収益の確保
をめざした運用を行う方針です。

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

2022年４月21日～2022年10月20日

１万口当たりの費用明細

項目
第134期～第139期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 36 0.838 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (22) (0.513) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (13) (0.303) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.022) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 36 0.840

作成期中の平均基準価額は、4,259円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

（参考情報）
■経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した経費率（年率）は1.67％です。

経費率（①＋②） （％） 1.67

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.67

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） －

経費率
1.67％

当ファンド
1.67％

運用管理費用
（投信会社）
1.02％

運用管理費用
（販売会社）
0.61％

運用管理費用（受託会社）
0.04％

その他費用
0.00％
運用管理費用
－％

投資先ファンド
－％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含

み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②の費用は、計上された期間が異なる
場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用があ
る場合がありますが、前記には含まれておりませ
ん。

三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○売買及び取引の状況 (2022年４月21日～2022年10月20日) 

 

 

銘 柄 
第134期～第139期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 千口 千円 千口 千円  
ピムコ ケイマン エマージング ボンド
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＡＵＤ） 

1 10,355 0.3855 3,000  

ピムコ ケイマン エマージング ボンド
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＢＲＬ） 

3 9,820 2 7,011  

ピムコ ケイマン エマージング ボンド
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＺＡＲ） 

3 15,071 0.6317 2,999  

合 計 7 35,247 3 13,011  
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年４月21日～2022年10月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年10月20日現在) 

 

銘 柄 
第133期末 第139期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 
ピムコ ケイマン エマージング ボンド 
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＡＵＤ） 

7 8 60,646 31.9 

ピムコ ケイマン エマージング ボンド 
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＢＲＬ） 

19 20 63,562 33.5 

ピムコ ケイマン エマージング ボンド 
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＺＡＲ） 

12 14 62,785 33.1 

合 計 39 43 186,994 98.5 
 

（注） 比率は三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）の純資産総額に対する比率。

 

 

銘 柄 
第133期末 第139期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 212 212 216 
   

投資信託証券 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○投資信託財産の構成 (2022年10月20日現在) 

項 目 
第139期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 186,994 96.6 

マネー・マーケット・マザーファンド 216 0.1 

コール・ローン等、その他 6,388 3.3 

投資信託財産総額 193,598 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第134期末 第135期末 第136期末 第137期末 第138期末 第139期末 

2022年５月20日現在 2022年６月20日現在 2022年７月20日現在 2022年８月22日現在 2022年９月20日現在 2022年10月20日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 179,368,226   181,248,346   170,375,833   180,545,318   199,869,386   193,598,049   

 コール・ローン等 1,284,711   2,012,017   2,380,798   764,264   5,049,014   6,387,547   

 投資信託受益証券(評価額) 175,867,329   177,020,143   167,778,849   176,564,868   194,604,186   186,994,316   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 216,186   216,186   216,186   216,186   216,186   216,186   

 未収入金 2,000,000   2,000,000   －   3,000,000   －   －   

(B) 負債 1,512,269   1,521,871   1,497,235   1,525,377   4,107,223   3,691,702   

 未払金 －   －   －   －   －   2,000,000   

 未払収益分配金 1,256,226   1,257,967   1,257,221   1,256,450   1,388,909   1,429,034   

 未払解約金 18   46   12   632   2,471,078   4,118   

 未払信託報酬 255,528   263,345   239,537   267,779   246,748   258,042   

 未払利息 －   2   1   －   8   12   

 その他未払費用 497   511   464   516   480   496   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 177,855,957   179,726,475   168,878,598   179,019,941   195,762,163   189,906,347   

 元本 418,742,006   419,322,413   419,073,746   418,816,815   462,969,855   476,344,878   

 次期繰越損益金 △240,886,049   △239,595,938   △250,195,148   △239,796,874   △267,207,692   △286,438,531   

(D) 受益権総口数 418,742,006口 419,322,413口 419,073,746口 418,816,815口 462,969,855口 476,344,878口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 4,247円 4,286円 4,030円 4,274円 4,228円 3,987円 
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○損益の状況 

項 目 
第134期 第135期 第136期 第137期 第138期 第139期 

2022年４月21日～ 
2022年５月20日 

2022年５月21日～ 
2022年６月20日 

2022年６月21日～ 
2022年７月20日 

2022年７月21日～ 
2022年８月22日 

2022年８月23日～ 
2022年９月20日 

2022年９月21日～ 
2022年10月20日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 1,277,903   1,356,308   1,315,083   1,382,503   1,462,296   1,441,603   

 受取配当金 1,277,908   1,356,351   1,315,112   1,382,503   1,462,408   1,441,665   

 受取利息 －   －   1   －   －   －   

 支払利息 △          5   △         43   △         30   －   △        112   △         62   

(B) 有価証券売買損益 △ 20,398,069   1,784,240   △ 10,556,320   10,380,533   △  2,439,820   △ 11,008,998   

 売買益 70,342   1,796,463   12   10,403,512   822,092   83,317   

 売買損 △ 20,468,411   △     12,223   △ 10,556,332   △     22,979   △  3,261,912   △ 11,092,315   

(C) 信託報酬等 △    256,025   △    263,856   △    240,001   △    268,295   △    247,228   △    258,538   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 19,376,191   2,876,692   △  9,481,238   11,494,741   △  1,224,752   △  9,825,933   

(E) 前期繰越損益金 △ 76,694,240   △ 97,188,898   △ 95,229,268   △105,526,499   △ 94,120,653   △ 96,406,454   

(F) 追加信託差損益金 △143,559,392   △144,025,765   △144,227,421   △144,508,666   △170,473,378   △178,777,110   

 (配当等相当額) (   90,163,520)  (   90,290,752)  (   90,239,460)  (   90,186,195)  (   99,771,114)  (  102,702,858)  

 (売買損益相当額) (△233,722,912)  (△234,316,517)  (△234,466,881)  (△234,694,861)  (△270,244,492)  (△281,479,968)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △239,629,823   △238,337,971   △248,937,927   △238,540,424   △265,818,783   △285,009,497   

(H) 収益分配金 △  1,256,226   △  1,257,967   △  1,257,221   △  1,256,450   △  1,388,909   △  1,429,034   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △240,886,049   △239,595,938   △250,195,148   △239,796,874   △267,207,692   △286,438,531   

 追加信託差損益金 △143,559,392   △144,025,765   △144,227,421   △144,508,666   △170,473,378   △178,777,110   

 (配当等相当額) (   90,163,520)  (   90,290,752)  (   90,239,460)  (   90,186,195)  (   99,771,114)  (  102,702,858)  

 (売買損益相当額) (△233,722,912)  (△234,316,517)  (△234,466,881)  (△234,694,861)  (△270,244,492)  (△281,479,968)  

 分配準備積立金 769,162   752,455   567,634   659,799   477,875   230,288   

 繰越損益金 △ 98,095,819   △ 96,322,628   △106,535,361   △ 95,948,007   △ 97,212,189   △107,891,709   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 
①作成期首（前作成期末）元本額 420,923,175円 
作成期中追加設定元本額 69,716,601円 
作成期中一部解約元本額 14,294,898円 
また、１口当たり純資産額は、作成期末0.3987円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は286,438,531円です。 
③分配金の計算過程 

項 目 
2022年４月21日～ 
2022年５月20日 

2022年５月21日～ 
2022年６月20日 

2022年６月21日～ 
2022年７月20日 

2022年７月21日～ 
2022年８月22日 

2022年８月23日～ 
2022年９月20日 

2022年９月21日～ 
2022年10月20日 

費用控除後の配当等収益額 1,021,878円 1,242,349円 1,075,082円 1,350,978円 1,215,068円 1,183,065円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 90,163,520円 90,290,752円 90,239,460円 90,186,195円 99,771,114円 102,702,858円 

分配準備積立金額 1,003,510円 768,073円 749,773円 565,271円 651,716円 476,257円 

当ファンドの分配対象収益額 92,188,908円 92,301,174円 92,064,315円 92,102,444円 101,637,898円 104,362,180円 

１万口当たり収益分配対象額 2,201円 2,201円 2,196円 2,199円 2,195円 2,190円 

１万口当たり分配金額 30円 30円 30円 30円 30円 30円 

収益分配金金額 1,256,226円 1,257,967円 1,257,221円 1,256,450円 1,388,909円 1,429,034円 

④信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信託財産の純資産総額に対し年10,000分の59以

内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。   
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三菱ＵＦＪ 新興国債券ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○分配金のお知らせ  

 第134期 第135期 第136期 第137期 第138期 第139期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・ 個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※ 法人受益者に対する課税は異なります。 

※ 課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※ 税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※ NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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